
































科、社会、体育、音楽、図画工作、家庭は、1951 年（昭和 26 年）に公布され
た学習指導要領により規定・実施された。その後、1958 年(昭和 33 年)から道
徳が教科外の教育活動として実施され、その後いわゆる「ゆとり」という言葉
と共に、1980 年(昭和 55 年)に学習指導要領が改訂されるまで、長くこの 8 教
科と道徳が小学校の時間割の構成要素であった。1980 年(昭和 55 年)に主要教
科の時間数が減らされると共に、知識偏重型からゆとりある充実した学校生活
を目指し、教科と道徳のほかに特別活動（学級会活動、児童活動、クラブ活動、
学校行事、学級指導）が加えられた。その後、1992 年(平成 4 年)の改訂で、低
学年の理科、社会が生活科として統合され、それ以外の教科と特別活動は継続




57神戸市外国語大学 外国学研究 86 日本人の英語習得と日本語（神戸市外国語大学外国学研究所）
された。2002 年（平成 14 年）には学校完全週 5 日制が実施され、中学年以降




























⑦ 豊かな心や健やかな体の育成のための指導の充実（p.1, p.2） 
小学校教育においてはこれらの項目がすべての教科指導の中で考慮されながら
新しい学習指導要領が作られたと理解すべきであり、国語教育においても英語
                                                     
2 中央教育審議会とは文部科学省の内部において文部科学大臣の諮問に応じてさまざまな教育分
野に関して 30 人からなる委員による審議会である。 
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教育においてもこれらの理念が生かされることを期待され、どちらの学習指導





















国語 306 315 245 245 175 175 
社会   70 90 100 105 
算数 136 175 175 175 175 175 
理科   90 105 105 105 
生活 102 105   
音楽 68 70 60 60 50 50 
図画工作 68 70 60 60 50 50 
家庭   60 60 
体育 102 105 105 105 90 90 
道徳の授業時数 34 35 35 35 35 35 
外国語活動の 
授業時数 
  35 35 
総合的な学習の
授業時数 
  70 70 70 70 
特別活動の授業
時数 
34 35 35 35 35 35 
総授業時数 850 910 945 980 980 980 
 
                                                     





１ この表の授業時間数の１単位時間は 45 分とする。 
２ 特別活動の授業時数は小学校学習指導要領で定める学級活動（学校給食に
係るものを除く。）に充てるものとする。 
３ 第 51 条第 2 項の場合において、道徳のほかに宗教を加えるときは、宗教の
授業時数をもってこの表の道徳時数の一部に代えることができる。 
 





定によって、週 1 時間だが隔週に 2 時間程度となる。また、外国語活動は高学

















 小学校 1 年生はその前年度内に行われる小学校入学説明会の時、学校から保
護者に｢自分の名前が読めるように｣と通常指示されるので、家庭で持ち物の記
名の機会等を使って、ほとんどの児童は自分の名前がひらがな表記で読めるよ






















習指導要領では、低学年、中学年、高学年とも、A 話すこと・聞くこと B 書























































































































3.2.1  文字指導について 











1 年生 80 字、2 年生 160 字、3 年生 200 字、4 年生 200 字、 































説外国語活動編（2008）の 2 ページから 4 ページに 4 つの段階を経ていると述
べられているが、その大まかな点を筆者がまとめると以下になる。 




 その後、1992 年（平成 4 年）以降、国際理解教育の一環としての英語教育を
実験的に導入する研究開発校が指定され、先駆的な実践が始まったとされる。





















 1992 年から 2011 年の完全実施に至るまでの経過を大城（2010）は次のよう
にまとめている。（太字は筆者の判断による。） 


















                                                     


















② FLES (Foreign Language in the Elementary School, フレス)：スキル学習を
直接的な目標とする。教科としての外国語教育。 




たりの授業時間数は概ね 1％から 5％を占める。 
この分類によれば、我が国の小学校における外国語活動は③の FLEX に該
当することになる。（p.10, p.11） 


























  目標 






































































英語ノート１   英語ノート２ 
1. 世界の「こんにちは」を知ろう 1. アルファベットで遊ぼう 
2. ジェスチャーをしよう 2. いろいろな文字があることを知ろう 
3. 数で遊ぼう 3. カレンダーを作ろう 
4. 自己紹介をしよう 4. 出来ることを紹介しよう 
5. いろいろな国の衣装を知ろう 5. 道案内をしよう 
6. 外国語を知ろう 6. 行ってみたい国を紹介しよう 
7. クイズ大会をしよう 7. 自分の１日を紹介しよう 
8. 時間割を作ろう 8. オリジナルの劇を作ろう 






























































4.2.2.2 「Hi, friends!」 




布廃止となった日から、そのことへの抗議が文科省に殺到し、2010 年 9 月には
無償化が復活した。しかし、その後「英語ノート」の内容の見直しがなされ、
80 ページあった冊子が 55 ページになり、タイトルも「Hi, friends!」となって、
2012 年度から全国の小学生に配布され、現在もこの「Hi friends! 1」と「Hi friends! 
2」が全国の小学校で使用されている。 
 「英語ノート」の改訂版とでもいえる「Hi, friends!」の 2 冊だが、これらも年
間 35 時間分の年間計画の上で構成されている。 
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 5 年生向けに作られた「Hi friends! 1」のレッスン１の内容を見てみたい。また、
それと同時に国語教育の最初である 1 年生の最初の教材との比較も行いたい。対





 「Hi, friends! 1」Lesson 1 「世界のいろいろな言葉であいさつしよう」について 
英語の単元名は「Hello」であり、教師用の指導編(2012)によると単元目標は次


















 目次の Lesson 1 「世界のいろいろな言葉であいさつをしよう」を開くと、そ
の日本語のタイトルはなく、Lesson 1 Hello と書かれている。日本語は右ペー





① さくら： Hi, my name is Suzuki Sakura. 
たく： Hi, my name is Yamada Taku. 
② ともえ： Hello, my name is Kimura Tomoe. 
あい： Hello, my name is Watanabe Ai. 
ひかる： Hello, my name is Ueda Hikaru. 
③ 田中： Hello, my name is Tanaka Yumi. 
Nice to meet you. 
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④ 山本： Hello, my name is Yamamoto Ken. Nice to meet you.  













（「Hi, friends! 1」 p.2～p.3） 
 
このページによって、この本のメインキャラクター、さくらとたく、二人の先
生、友だち 3 人の名前を聞き取ることが求められる。挨拶は、“Hi,” “Hello”の二













 Hello, everyone.  Stand up, please.  Sit down, please.  Open your textbook.  
Let’s listen.  Good.  Very good.  That’s good.  Good job.  You did a good job.  
Wonderful.  Excellent.  Let’s greet with your friends.  (p.3) 
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Lesson 1 の次のページは大変ユニークである。 


























































動をし、次にチャンツで、“What’s your name?” “Nice to meet you, too”の表現を含
んだ簡単なやり取りを経験する。その後、「あなたの名刺を作ろう」で自分の名
前をローマ字で書くことをし、友達と名刺交換をする。 













4.2.2.3 小学校外国語活動の出口としての「Hi, friends! 2」について 
 外国語活動の導入期としての教材については上記の通りであるが、最後に小
学校 6 年生の最終段階の Lesson 7 と Lesson 8 ついて補足を加えたい。 










（「Hi, friends! 2」 p. 34～p.35）  
 




いてほしい、というのがこのタイトルと Lesson 7 にこめられたこれからの未来
を担う子どもたちに「外国語活動」を創設した側の、そしてそれを指導する側
のメッセージと筆者は考える。 
 そして 6 年生最後の Lesson 8 では、将来の自分の夢を英語で語って小学校を
卒業するように計画されている。実際の指導編(2012)のアクティビティのスク
リプトは以下のようになっている。 
 Hello, everyone.  My name is Suzuki Sakura.  I want to be a vet.  I like animals.  
I like cats very much.  I have a white cat.  I want a dog and a hamster, too.  I want 























































 6 年間で実施される国語の時数は 1000 時間を越えるのに対し、外国語活動は

































































1 名の参加を義務付け 5 日間にわたる規模の大きな研修会であった。その研修
は文科省が指導主事を集めて行った 5 日間の中央研修内容を各自治体で実施す
るというものであり、研修の内容を伝達講習という形での実施の方法もあった






ログラムで 5 日間にわたる教員研修が可能となり 3 年間実施された。2 年目の
2009 年度のプログラムの概要は以下の通りである。 
8 月 17 日 開校式、講話「神戸市の英語活動」「新学習新学習指導要領とこれ
からの外国語活動」 









8 月 20 日 ワークショップ「マイクロティーチング３ 指導案の作成・発表の
準備」「マイクロティーチング４ 発表の準備」「マイクロティーチング５ 発
表」「マイクロティーチング６ 発表」 























  2010 年度で中核教員研修は終了したが、その後もその研修内容を 1 日研修
にまとめ、午前中は講義と実践発表、午後からはマイクロティーチングという













                                                     
5 ALT はAssistant Language Teacher の略で、神戸市では政府の JET プログラムと神戸市独自での採









 文科省は 2020 年の東京オリンピックを見据えて、あらたな英語教育の在り方







   コミュニケーションの能力の素地を養う 
   学級担任を中心に指導 
 ○小学校高学年：教科型・週 3 コマ程度（「モジュール授業」も活用） 
   初歩的な英語の運用能力を養う 
   英語指導力を備えた学級担任に加えて専科教員の積極的活用 
現在実施されている活動型といわれる「外国語活動」が高学年から中学年に降
りてきて、高学年は教科としての英語が、しかも週 3 時間程度開始される予定
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